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造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

キャンバス（画布）は、亜麻などの繊維で織った布地の
表面に下地処理を施した油彩画用の支持体です。また、
この布を矩形の木枠に張り留めた状態（張りキャンバス）
のものを指すこともあります。
キャンバスは、壁画や木板などの支持体に比べ、軽量で
移動が容易なのが特徴です。布素材には、亜麻や木綿な
どの植物繊維と、ナイロンなどの化学繊維が利用されま
す。特に亜麻は丈夫で伸縮や油の影響が少なく、繊維に
竹のような節目があり、織り糸が動かず下地塗料の定着
も良いため、キャンバスに最適です。木綿は、亜麻布よ
りも安価で、滑らかな表面を持つ布に仕上がります。た
だし、湿度による伸縮でたわみやすいので、油絵具での
厚塗りには向きません。一方、化学繊維は水分による伸
縮が少なく、アクリル絵具などの水性系の画材に適して
います。これらの繊維は主に平織りと呼ばれる方法で織
られ、その際に糸の太さや本数により織り目の大きさが
異なるため、作品の絵肌などと深く関わってきます。一
般的に織り目を区別する名称として、織り目の大きなも
のを「荒目」、細かいものを「細目」、その中間を「中目」
と呼び、細目なものほど表面は平滑です。
布地をキャンバスとして利用する際は、基本的には下地
処理が必要です（市販品の多くは下地処理済み）。下地
処理は、布と絵具の油分が直接触れることでの酸化防止
や織り目を固定させるために、膠などで目止め処理を行
い、さらに絵具の発色や耐久性を高めるために地塗り塗
料を塗布するなどの施しのことです。この時の地塗り塗
料の性質により使用できる描画材や描き味などが異なり
ます。白色顔料と乾性油を練った塗料では非吸収性の油
性キャンバスになり、白色顔料と膠水などを練ったもの
は吸収性の水性キャンバスとなります。また、白色顔料
と水性である膠水に乾性油を分散乳化させた乳濁液（エ
マルジョン）を練ったものは半吸収性となり、テンペラ
などの混合技法に適しています。さらに白色顔料とアク
リルエマルジョンを練ったものは半吸収性と同様の性質
を持ち、アクリル絵具にも利用できます。
取り扱いの注意として、水性キャンバスに油絵具で描く
ことは可能ですが、油性キャンバスに水性であるアクリ
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図 1.　キャンバスの断面図（概念図）
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ル絵具などを用いると剥離を起こす恐れがあります。ま
た、キャンバスを木枠に張る場合は、使用する木枠サ
イズより張りしろ分大きいキャンバスを用意しましょ
う。
キャンバスは一般的な画材店で購入できます。

図 2.　描いた作品を巻いて保管する場合
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